
　（別紙４（２）） 事業所名　　　グループホーム奏　田町

目標達成計画 作成日：　　　　令和4年4月17日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成
に要する期

間

1 2

外出等も含め、コロナ禍収束後の取り組みを検
討していくことが必要。

感染予防策を徹底しイベントの充実化、各
ユニット毎の外出を計画し取り組んでいく。

日々の体調管理にて健康状態を把握し外出先
を屋外とし密を避け定期的な消毒を実施しコロ
ナ禍にあっても外出の機会を持てるように計画
していく。

12ヶ月

2 26

利用者や家族の意向の反映や、高い個別性に
ついては継続的に取り組むことが必要。

引き続き利用者や家族の意向・個別性は介
護計画に反映させていく。

本人の主訴も含め日々の訴えや介護記録より
ニーズを抽出し、介護計画に反映させていく。
また、本人・家族・職員の達成目標内容を共通
認識できるように数値化し具体的な文言を取り
入れ計画作成を行っていく。

12ヶ月

3 ヶ月

4 ヶ月

5 ヶ月

注）項目の欄については、自己評価項目の№を記入して下さい。項目数が足りない場合は、行を挿入してください。

【目標達成計画】　

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取り組む
具体的な計画を記入します。


